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津高パワー全開プロジェクト

○入学定員を超える志願者の確保（市内５０％以上）

○常に１０人以上の国公立大学合格者や、就職先満足度１００％

○部活動の実績と地域への貢献を誇れる高校

・臼津地区中学生の本校志願者数の増加

・進学実績の向上（特に国公立大学合格者数の増加）

・専門科の魅力向上とＰＲ

・野球部の復活と部活動の活性化

課 題

対

策

１．学力パワーアップ作戦
○英・数・国の徹底学力向上セミナー【継続】

・教員と外部講師との連携による進学セミナーの開催

・新聞記事を活用した、思考力・表現力を鍛える小論文セミナー

○津高顕彰[仮名]による、学習意欲の向上と資格取得の推進【継続】

２．授業力向上作戦
○教員チームによる九州大学等難関大合格プロジェクトの推進【継続】

○地元中学校教員と協力した指導力向上と学習サポートの体制化【継続】

未来地図完成プロジェクト

１．地元後援会とタッグを組んだ、「名門」野球部の復活
〇野球部寮の運営委託や用具等の寄付

〇技術向上やメンタル強化のための講演会の開催

２．運動部活動活性化セミナーの開催
〇ドクター・トレーナーによる基礎体力向上セミナー【継続】

３．次代を担う小・中学生の育成を期した交流会の開催【継続】

部活動活性化プロジェクト

①志願状況（大幅な定員割れ）
・平成29年度入試で定員不足

・市内の中学校卒業者の本校志願割合低下

・臼杵市内からの志願者・合格者が減少

②普通科再生と学力向上に向けた市教委との連携
・大学（特に国公立大学）等への進学実績向上への取組

・昨年度、市内出身の生徒が実力で熊本大学に1名合格

・小、中学生の学力向上に向け、市教委との連携推進

③専門科の充実とＰＲを兼ねた津久見市との連携
・工業科、商業科は高い就職実績を誇り、地域からの信頼を獲得

・商業科の「つくみ蔵」の活動充実に町中活性化への期待

・一市一校として津久見市が強力にバックアップ

④部活動の充実
・野球の町「津久見」にかける地域の期待に新後援会が始動

・強化指定部を始めとする部活動の活性化

現状と分析

ゴール

１．未来の津高生応援作戦
〇市教委と連携し、小・中学生の学力向上をサポート【継続】

２．津高ＰＲ大作戦
〇市内中学２年生を招いての研究成果発表会の開催【継続】

〇ものづくりの技量向上と工業科の出前講座の開催【継続】

３．新「つくみ蔵」展開作戦
〇海外の学校との提携による「つくみ蔵」のグローバルな展開【継続】

〇ゆるキャラ「つっくん」を使った新商品の開発【継続】

高校生「つくみ活性化」プロジェクト


